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※その他には、子牛を含む

Ⅰ 牛肉の需給・流通及び肉用牛経営をめぐる情勢
１ 肉用牛（牛肉）の生産・供給構造

（資料）飼養頭数：農林水産省「畜産統計（各年２月１日現在）」、と畜頭数： （独）家畜改良センター「牛個体識別全国データベースの集計（H29年度）」 、供給量：「食肉流通統計（平成30年度）」
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２ 牛肉の需給動向

（２）生 産

中長期的に見ると35万㌧前後で安定的に推移してい
るが、乳用牛の飼養頭数の減少等を背景とした乳用種
生産量の減少、22年４月の口蹄疫発生や23年３月の東
日本大震災・原発事故の影響等による肉専用種の生産
量の減少を受け、近年は減少傾向で推移。

しかしながら、29年度は、交雑種の生産量が前年度
に引き続き増加するとともに、肉専用種も増加基調に
転じたこと等から、５年ぶりに増加に転じ、対前年度
比1.7％増となり、30年度についても、乳用種が減少
したものの、肉専用種、交雑種が昨年度に引き続き増
加し、対前年度比1.0％増。

平成13年9月の国内や15年12月の米国でのＢＳＥの
発生により大幅に減少した後、19年度以降は回復基調
で推移。

28年度以降は、最近の肉ブームの一層の高まりを背
景に輸入量が増加したこと等から、消費量が増加し、
30年度は対前年度比2.9％増の93万トンと、米国ＢＳ
Ｅ発生による影響を大きく受ける前の14年度と同水準
まで回復

（１）消 費

(部分肉ベース、単位：千トン、％)

数量 対前年比 数量 対前年比 ｼｪｱ 数量 対前年比 数量 対前年比 ｼｪｱ 数量 対前年比 ｼｪｱ

12 365 95.7 167 95.6 (46) (197) (96) - - - -

17 348 97.8 140 100.7 (40) 208 96.0 129 97.9 (37) 79 93.1 (23)

22 358 98.8 161 102.0 (45) 196 96.4 110 104.5 (31) 87 87.7 (24)

23 354 98.7 167 103.4 (47) 187 94.9 114 103.3 (32) 73 84.3 (21)

24 360 101.7 171 102.7 (48) 188 100.8 113 99.1 (31) 75 103.5 (21)

25 354 98.4 166 97.0 (47) 187 99.7 109 96.4 (31) 79 104.6 (22)

26 352 99.3 164 99.0 (47) 187 99.5 106 97.7 (30) 81 102.0 (23)

27 332 94.6 155 94.0 (47) 177 95.0 102 96.4 (31) 75 93.2 (23)

28 324 97.5 146 94.6 (45) 177 100.1 98 96.2 (30) 79 105.4 (24)

29 330 101.7 149 101.6 (45) 181 101.8 94 95.5 (29) 87 109.7 (26)

30 333 101.0 153 102.9 (46) 180 99.4 91 96.9 (27) 89 102.2 (27)

31(4) 29 101.8 14 105.2 (48) 15 98.9 7 98.7 (26) 8 99.0 (26)

資料：農林水産省「畜産物流通統計」
注１：シェアは生産量を100とした指数

○ 牛 肉 の 生 産 量

 
ホルスタイン種他 交雑種

肉専用種 乳　用　種
生  産  量

年度

区分
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３ 価格の動向

・ 牛枝肉卸売価格は、18年度以降、天候不順や国内生産量の回復、景気低迷等を背景として前
年度より低下傾向で推移。

・ 23年度は、東日本大震災による消費の減退や牛肉からの放射性物質検出の影響等により、全
品種ともに下落したが、23年度後半以降は上昇に転じ、生産量の減少等を背景に和牛は28年度、
交雑種は27～28年度、乳用種は27年度にそれぞれ過去最高水準まで高騰。

・ 29～30年度は、過去最高水準を下回っているものの、依然として高水準で推移｡

（１）牛枝肉卸売価格（中央10市場）の推移
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（２）肉用子牛価格の推移

・ 肥育もと牛となる肉用子牛の取引価格は、各
品種とも平成１３年度の国内ＢＳＥの発生等の
影響により大きく下落したが、その後、回復傾
向で推移。

・ 平成19年度以降は、枝肉価格の低下に伴い低下
したが、繁殖雌牛の減少により子牛の分娩頭数が
減少したことに加え、枝肉価格が上昇したことから、
平成24年度以降は肉用子牛価格も上昇。平成28
年度から繁殖雌牛頭数は増加に転じているものの、
依然として高水準で推移。

交雑種
乳用種

黒毛和種



畜産

（3兆2,522億円）

35%

野菜
26%

コメ
19%

果実
9%

その他
11%

H29
農業総産出額

9.3兆円

＜畜産の内訳＞

乳用牛 28％
（8,955億円）

肉用牛 22％

豚 20％

鶏卵 16％

鶏肉 11％

その他 ３％

○ 肉用牛の産出額の多い都道府県

都道府県
産出額
（億円）

全国に占め
る割合

鹿児島県 1,258 17％

北海道 1,002 14％

宮崎県 747 10％

熊本県 420 6％

岩手県 283 4％

（１～５位計） 3,710 51％

４ 経営の動向

（１）生産額

6

・ 肉用牛は、農業総産出額の35％を占める畜産のうち22％のシェア。
・ 肉用牛産出額は鹿児島県が最も多く、産出額の上位５道県で全国の産出額の約50％を占める。
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（２）生産構造（飼養戸数・頭数の推移）

・ 飼養戸数は、小規模層を中心に減少傾向で推移しており、31年は4.1％の減少。

・ 飼養頭数は、22年以降減少傾向で推移していたが、29年から2年連続で増加。31年は0.4％
の減少。

・ 1戸当たり飼養頭数は増加傾向で推移。

・ 子取り用めす牛の飼養頭数は、22年をピークに減少していたが、28年から４年連続で増加
しており、31年は16千頭の増加。

   区    分   ／ 　  年 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

 戸 数（千戸） 74.4 69.6 65.2 61.3 57.5 54.4 51.9 50.1 48.3 46.3

(対前年増減率)(%)  (▲3.8) (▲6.5) (▲6.3) (▲6.0) (▲6.2) (▲5.4) (▲4.6)(▲3.5)(▲3.6)(▲4.1)

     頭 数（千頭） 2,892 2,763 2,723 2,642 2,567 2,489 2,479 2,499 2,514 2,503
(対前年増減率)(%)  (▲1.1) (▲4.5) (▲1.4) (▲3.0) (▲2.8) (▲3.0) (▲0.4)  (0.8) (0.6) (▲0.4)

１戸当たり(頭) 38.9 39.7 41.8 43.1 44.6 45.8 47.8 49.9 52.0 54.1

 うち  戸 数（千戸） 63.9 59.1 56.1 53.0 50.0 47.2 44.3 43.0 41.8 40.2

 繁殖雌牛  頭 数（千頭） 684 668 642 618 595 580 589 597 610 626

１戸当たり(頭) 10.7 11.3 11.4 11.7 11.9 12.3 13.3 13.9 14.6 15.6

 うち  戸 数（千戸） 15.9 15.2 14.3 13.5 13.1 11.6 11.7 11.3 10.8 10.2

 肥 育 牛  頭 数（千頭） 1,812 1,718 1,702 1,663 1,623 1,568 1,557 1,557 1,550 1,522

１戸当たり(頭) 114.0 113.0 119.0 123.2 123.9 135.2 133.1 137.8 143.5 149.2

資料：農林水産省「畜産統計」（各年2月1日現在） 

注１ ：繁殖雌牛と肥育牛を重複して飼養している場合もあることから、両者の飼養戸数は肉用牛飼養戸数とは一致しない。

　 ２ ：肥育牛は、肉用種の肥育用牛と、乳用種の和としている。 

肉用牛

○ 肉用牛飼養戸数・頭数の推移
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（３）肉専用種の飼養動向

・ 飼養頭数は、平成22年以降減少傾向で推移していたが、29年から増加。
・ 肉専用種に占める黒毛和種の割合は、横ばいで推移（約９７％）。

○　肉専用種の品種別飼養頭数の推移
（単位：千頭）

H22年 H23年 H24年 H25年 H26年 H27年 H28年 H29年 H30年 H31年

1,853 1,805 1,773 1,714 1,663 1,612 1,594 1,618 1,653 1,683

26 25 23 22 21 21 21 21 22 22

45 39 35 33 32 28 27 25 27 29

うち
日本短角種

7 9 9 8 8 8 7 8 8 8

1,924 1,869 1,831 1,769 1,716 1,661 1,642 1,664 1,701 1,742

（資料）黒毛和種、褐毛和種、その他：畜産統計（各年2月1日現在）

　　　　日本短角種：公益社団法人中央畜産会調べ（H22年）、独立行政法人家畜改良センター「牛個体識別全国データベース」（H23年以降）

合　　計

その他

褐毛和種

黒毛和種

品種
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資料：農林水産省「肉用牛生産費」

＜肉専用種肥育牛１頭当たりの生産コスト（28年度・規模別）＞
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＜肉専用種肥育牛１頭当たりの生産コスト（年度別）＞＜子牛１頭当たりの生産コスト（年度別）＞

1～9頭 10～19頭 20～29頭 30～49頭 50～99頭 100～199頭 200頭以上2～4頭 5～9頭 10～19頭 20～49頭 50頭以上

（４）肥育経営、繁殖経営、育成経営の生産コストの推移

・ 子牛の生産コストは、飼料費が約1/3、労働費が約1/3を占めており、20頭以上層では労働費を中心に大幅に低減。

・ 一方、肥育の生産コストは、素畜費の割合が大きく（約６割）、飼育規模が拡大しても、生産コストの低減につ
ながりにくい。

・ このため、素畜（子牛）を安定した価格で確保できる取組の推進が必要。
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（５）繁殖経営における労働時間・労働費の縮減

導入前
発情監視に毎日一定時間は人
手が必要（夜間の見落とし等で
受胎率に影響）

導入後
発情が自動的にパソコンやスマ
ホに通知されるため、監視業務
が軽減し、受胎率向上が期待。

主な
メーカーの
導入実績

約４,０００牧場

導入前
分娩が近い牛について、事故が
ないように夜間も含めて監視

導入後

分娩が始まると自動的に連絡が
来るため、長時間の監視業務が
軽減

主な
メーカーの
導入実績

約１,６００牧場

発情発見装置

※ 導入実績はメーカー聞き取り。酪農経営を含む。

○ 労力が軽減、空きスペースで増頭が可能
○ 集中管理による生産性の向上
○ 地域内一貫体制の確立
○ 繁殖障害牛の有効活用

CBS
繁殖牛200頭規模

肥育農家の
経営上リスク
を低減

素牛安定確保による
一貫経営への移行・
規模拡大支援

空きスペースを
活用した増頭

繁殖管理
の労力
が軽減

肥育素牛

肉用牛
繁殖
経営

肉用牛
肥育
経営

子牛を育成

繁殖雌牛
に種付け

○集中管理
○分娩間隔

短縮
○事故率低減、

成績向上

取組の効果

分娩監視装置

ＣＢＳの活用

・ 発情、分娩管理等の省力化を図るため、ＩＣＴ（Information and Communication Technology：情報通信技術）
等の新技術を活用した発情発見装置や分娩監視装置等の普及を推進。

・ キャトル ブリーディング ステーション（共同母牛繁殖管理、共同哺育・育成管理施設 （ＣＢＳ））や、キャト
ル ステーション （共同哺育・育成管理施設（ＣＳ））を活用し、牛の繁殖管理等を外部化することによる省
力化を進めるとともに、余力や空きスペースでの増頭を推進。
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（６）繁殖肥育一貫化等による子牛の安定確保

＜肥育牛１頭当たりの生産コスト（28年度・平均値）＞

主なメリット 内 容

①肥育用素畜費の低減
子牛の市場価格よりも自家生産した生産費の
方が安価で価格の変動が少ない

②牛のストレス軽減 移動や飼養環境変化によるストレスが少ない

③「飼い直し」が不要
市場で購入する過肥な素牛の飼い直しがなく、
育成・肥育が効率化

④希望する系統の素牛生産
が可能

種付する精液等を自ら選べるため、経営方針
に適した系統を利用可能

一貫経営の方が、肥育牛１頭
当たりのコストが10万円以上も安価

（千円／頭）

＜繁殖肥育一貫経営における主なメリット＞

535.1 
669.6 

477.3 

477.3 

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

一貫経営 肥育経営

←素畜費

←その他
経費

1,146.9
1,012.4

子牛１頭当たり生産費（28年度）
（全算入生産費）

【繁殖経営】

〔従来体制〕

【肥育経営】

母牛管理、繁殖管理、分娩管理、子牛育
成、飼料生産、飼料調製、飼料給与 等

肥育牛管理、飼料調製
飼料給与 等

＜地域内一貫生産の推進＞

〔地域内一貫生産体制〕

【繁殖経営】

【肥育経営】

母牛管理、分娩
管理、飼料給与

肥育牛管理、
飼料給与

【ＣＳ・ＣＢＳ】

繁殖管理、子牛育成

【コントラクター・ＴＭＲセンター】

飼料生産、飼料調製

繁殖管理/子牛育成の預託

飼料生産・調製
の委託

契約による
素牛供給等

家畜市場

子牛の売買

飼養頭
数規模別

生産費
(円)

平均 604,734

２～５頭未満 735,101

５～10頭未満 740,073

10～20頭未満 683,338

20～50頭未満 549,546

50頭以上 504,032

注：一貫経営の素畜費は、2年前（26年度）の

子牛１頭当たり生産費（自己資本利子、
支払自作地地代を除く）として試算。資料：農林水産省「肉用牛生産費」

・ 素牛（子牛）を経営内で調達することにより、①素畜費の低減、②牛のストレス低減、③肥育期間の短縮、④
希望する系統の素牛生産などのメリットが発揮できる繁殖肥育一貫経営を推進。

・ また、牛肉生産に係る各作業について、地域内で分業化・専門化する地域内一貫生産体系の確立を推進。

11
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（７）自給飼料の利用状況

・ 肉用牛（繁殖）の放牧頭数の割合は、総飼養頭数の16～19％で推移。平成29年は全国で約11万

頭と総飼養頭数の約19％。

・ 肉用牛（繁殖）の放牧戸数の割合は、経営内放牧の割合は8～10％、公共牧場を利用している
経営の割合は８～10％で推移。

・ 大家畜経営における自給飼料の給与割合は、飼養頭数規模の増加に伴う労働力不足等により、
利便性が良く、労働負担の軽減にもつながる輸入粗飼料が利用される傾向が高まり、概ね低下
傾向で推移。

(17.4%) (15.9%) (17.2%) (17.8%) (18.6%) (18.3%) (18.9%)

66.8 64.2 61.8 59.5 58.0 58.9 59.7

0
10
20
30
40
50
60
70

23 24 25 26 27 28 29

肉用牛（繁殖）の放牧頭数の推移万頭

11.6 10.2 10.6 10.6 10.8 10.8 11.3

59.1 56.1 53.0 50.0 47.2 44.3 43.0

4.6
(7.8)

4.2
(7.6)

4.2
(8.0)

4.1
(8.2)

4.1
(8.7)

4.0
(9.0)

4.4
(10.3)

5.9
(10.0)

4.7
(8.5)

4.4
(8.3)

4.3
(8.7)

4.2
(8.9)

4.2
(9.5)

3.7
(8.6)

0

10

20

30

40

50

60

23 24 25 26 27 28 29

肉用牛（繁殖）の放牧戸数の推移

飼養農家戸数 経営内放牧（％） 公共牧場利用（％）

千戸

大家畜経営における自給飼料給与割合の推移（TDNベース） （単位：％）

23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度

45.4 44.5 43.3 45.8 46.1 47.1 44.6

1.7 1.6 1.2 1.4 1.4 1.3 1.4

0.9 0.9 1.0 0.9 1.1 1.1 0.7

資料：農林水産省「畜産物生産費」、「日本標準飼料成分表」から算出

区　分

肉
用
牛

繁殖経営

肉専肥育

乳雄肥育



・ 家畜の飼養管理の一般原則として、「動物の愛護及び管理に関する法律」に基づき、「産業動物の飼養及び保管に関する
基準｣が定められている。このような中、アニマルウェルフェアに配慮した飼養管理を広く普及・定着させるため、「アニマル
ウェルフェアに配慮した家畜の飼養管理の基本的な考え方について」を策定。

・ 学識経験者、生産者、獣医師、消費者等からなる検討会を（公社）畜産技術協会が設置し、平成21年から畜種ごとの「アニ
マルウェルフェアの考え方に対応した飼養管理指針」（肉用牛、乳用牛、ブロイラー、採卵鶏、豚、馬）を作成。

・ 肉用牛に係る本指針は平成23年に作成し、OIE指針の策定・改定など踏まえ、近年は毎年見直しを実施。

・ 家畜を快適な環境下で飼育することにより、家畜のストレスや疾病を減らし、結果として生産性の向上等につながることから
「アニマルウェルフェアの考え方に対応した飼養管理指針」の周知を図っていく必要。

我が国における対応状況

動物の愛護及び管理に関する法律

産業動物の飼養及び保管に関する基準

OIE（国際獣疫事務局）策定の指針（コード）
平成25年５月採択

《飼養管理の一般原則》 《畜種毎の対応》

アニマルウェルフェアの考え方に対応した

肉用牛の飼養管理指針（平成23年３月～）

アニマルウェルフェアに配慮した
家畜の飼養管理の基本的な考え方について

５ アニマルウェルフェアの考え方への対応

13
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１ 肉用牛改良の変遷

（１）肉用牛改良の概要
・ 昭和40年代から凍結精液を用いた人工
授精を開始。

・ 昭和40年代半ばから、計画交配による
種雄牛生産、産肉能力検定を開始。

・ 平成に入ってからは、受精卵移植技術
を活用した改良を実施。

・ 牛肉輸入自由化以降、肉質、特に脂肪
交雑に 優れた種雄牛に利用が集中。

・ 平成11年度から広域後代検定を開始。

（２）飼養管理技術の概要
・ 昭和40年代半ばから、乳雄の早期若齢
肥育が実用化。

・ 昭和50年代に肉質向上を目的として肥
育期間は長期化。また、フィードロット
方式（大規模群管理方式の導入）により、
大規模な肥育経営が誕生。

・ 平成以降、乳牛に黒毛和種を交配した
Ｆ１肥育が急増。

資料：農林水産省「畜産統計」、
「畜産物生産費（去勢若齢肥育牛生産費）」より試算

Ⅱ 肉用牛改良をめぐる情勢
年代 主な動向 年度

１日平均
増体量

（kg/日・頭）

１戸当たり
飼養頭数

昭和30
年代

・役肉用牛から肉用牛への転換 35年度 － 1.2

昭和40
年代

・凍結精液の使用開始

・産肉能力検定・後代検定の
開始

40年度

45年度

－ 1.4

2.2

昭和50
年代

・フィードロット方式の導入

・凍結精液の普及

・受精卵移植産子の登録開始

50年度

55年度

0.6

0.6

4.3

6.5

昭和60
年代

・受精卵移植の普及（総産子
数3,526頭）

60年度 0.61 9.2

平成元
年代

・Ｆ１肥育の増加

・和牛でもアニマルモデルに
よる育種価評価を開始

元年度

10年度

0.64

0.64

11.6

22.8

平成10
年代

・肉質系種雄牛に利用が集中

・広域後代検定事業の開始

15年度 0.68 29.7

平成20
年代

・間接検定から現場後代検定
へ移行

・審査標準の改訂（種牛性）

・ゲノミック評価手法の開発

20年度

25年度

28年度

0.75

0.78

0.79

35.9

44.6

47.8
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２ 肉用牛の改良体制

保留
選抜

エリート雌牛

一般雌牛
（繁殖農家等）

優良種雄牛

×計画交配

候補種雄牛

直接検定

選抜

肉
質
評
価

候補種雄牛
優良種雄牛

精液の供給

①計画交配から妊娠・分娩
まで約１年 ②直接検定による

選抜で約１年

③後代検定のため、調整交配で約１年、
調査子牛の肉質評価まで約３年

種雄牛供用までに①～③を
経て、評価期間等を加えると、
約５～６年必要。

♀

♂ ♂

♂

♂

♂

♂

× 調整交配

♀ ♀

♂

調査子牛

後代検定

選抜

・ 種雄牛は、各県毎に造成され、基本的に県内で選抜・利用。そのほか、民間事業者や、県域を越えて広
域的に能力評価を行い、広域的に利用する種雄牛を選定する取組、家畜改良センター等が造成した候補種
雄牛を精液供給団体が検定・選抜し、全国的に精液を供給する取組等が行われている。

・ 選抜され改良の基幹となる優良な雌牛と優良雄牛を計画的に交配させ、その産子を候補種雄牛として、
後代検定により産肉能力を調査し、その結果から選抜していくという流れ。



○ 間接検定から現場後代検定への移行に伴い、
集計できない調査項目が生じる。集計できない
項目の中で今後必要性がある項目については補
完が必要。

３ 肉用牛の検定の仕組み

（１）直接検定

生後６～７ヵ月の候補種雄牛を、予備飼育後112日間同一条件で飼育して、増体量や飼料

効率などにより、主に発育能力に関する能力を評価

① 間接検定

生後７～８ヵ月の調査子牛（候補種雄牛

当たり８頭以上）を一カ所に集合し、予備

飼育後12ヵ月間肥育

② 現場後代検定

肥育農家等において、13ヵ月未満の調査

子牛（１候補種雄牛当たり15頭以上）を

20ヵ月程度（終了時月齢が去勢29ヵ月未

満、雌32ヵ月未満）肥育

の２種類が行われていたが、現在では現場後

代検定へ移行。

（２）後代検定〔黒毛和種〕

○ 間接検定は早期に種雄牛の選抜を行うと
いう利点があるものの、農家が使いにく
かったため、利用する農家ニーズに沿った
現場後代検定へ移行

○後代検定調査項目
間接検定 現場後代検定

開始時 ○ ○（月齢）
終了時 ○ ○（月齢）
生時 ○ ×
開始時 ○ ×
終了時 ○ ×

○ ×

濃厚飼料 ○ ×
粗飼料 ○ ×
濃厚飼料 ○ ×
粗飼料 ○ ×
DCP ○ ×
TDN ○ ×
TDN中の
粗飼料の割合

○ ×

と殺前体重 ○ ×
枝肉重量 ○ ○
枝肉歩留 ○ ×
ロース芯断面積 ○ ○
バラの厚さ ○ ○
皮下脂肪の厚さ ○ ○
部分肉歩留 ○ ○
脂肪交雑 ○ ○
肉質等級 ○ ○

注：色付き箇所は全体・去勢・雌別で集計

枝肉成績

飼料摂取
要求量

摂取量

調査項目

日齢

体重

1日平均増体量

16
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４ 肉用牛枝肉情報全国データベース

・改良情報

・経営情報

繁殖

農家
協力肥
育農家

と
畜
場

（公社）日本
食肉格付協会

事業所

同意書

肥育素牛 肥育牛 格付

格
付
結
果

都道府県・都道府県団体

子牛登記
データベース

(公社)全国和牛登録協会本部

枝肉情報
データベース

(公社)日本食肉格付協会本部

照合

（独）家畜改良センター集計情報

・ 肉用牛改良の推進と国産牛肉生産の振興に役立てるため、家畜改良センターでは、平成14年度から、肉用
牛枝肉情報全国データベース（以下「枝肉データベース」という。）を運営。

・ 肥育農家の理解と協力を得ながら、枝肉情報を収集・分析し、協力肥育農家に情報提供するほか、全国的
な改良の動向や進捗状況の把握、種畜の能力評価等の改良情報を繁殖農家へ提供する等、全国的な改良の
推進、経営指導等に寄与。

H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度

同意率(%) 61.7 60.9 62.9 62.0 61.8

頭数 303,962 292,553 278,745 255,822 255,623

【同意率の推移（黒毛和種）】
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（参考１）肉質形質の推移

黒毛和種（去勢）の枝肉の格付割合の推移黒毛和種（去勢）の肉質形質の推移
（％）

資料：（独）家畜改良センター「枝肉成績とりまとめ」 資料：（公社）日本食肉格付協会調べ
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・ これまでの家畜改良の結果、和牛の肉質形質（枝肉重量、脂肪交雑等）の能力は向上。直
近の5年で、枝肉重量は、約18kg増加、脂肪交雑は、1.0上昇（黒毛和種（去勢））。

・ 肉質形質が向上した結果、枝肉の格付割合は、A5割合が上昇し、A3割合が低下の傾向。
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＜歩留基準値別頭数割合の変化＞＜歩留基準値の推移＞

←76以上
←75.9~75

←74.9~74

←73.9~73

←72.9~72

←71.9~71
←70.9以下

等級 歩留基準値 歩留

A 72以上 部分肉歩留が標準より良いもの

B 69以上72未満 部分肉歩留の標準のもの

C 69未満 部分肉歩留が標準より劣るもの

＜牛枝肉規格における歩留等級＞

資料：枝肉成績とりまとめ（H29年版）

資料（公社）日本食肉格付協会 枝肉格付結果より

・ 肉用牛の改良が進展する中で、歩留基準値についても、改良が進展しており、現状では、
去勢で74.5、雌で74.4。

・ 特に最近（平成30年次）では、歩留基準値76以上の頭数割合が、去勢で17.8％、雌で14.1%
となっており、95％が歩留等級「A」となっている。

（参考２）歩留基準値の推移
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５ 登録件数の推移

登録頭数は牛肉の自由化以降、飼養戸数の減少、子牛価格の低迷による繁殖雌牛頭数の減少等によ
り、平成21年度をピークに減少傾向で推移していたが、平成26年度以降増加している。

・黒毛和種は、平成22年度以降減少し続け、平成26年度以降増加傾向で推移。
・褐毛和種（高知系）は、平成26年度以降増加傾向で推移し、平成29年度は139頭まで増加。
・褐毛和種（熊本系）は、600～800頭で推移しているが、平成29年度は1,151頭まで増加。
・日本短角種は、平成25年度には259頭まで減少したが、平成27年度以降は300頭以上まで増加。
・無角和種は、平成23年度以降一桁台で推移。
・アンガス種は、年度により頭数に幅があるものの、概ね40頭前後で推移。
・ヘレフォード種は、平成13年度以降一桁台で推移し、平成27年度以降登録はない。

○登録件数の推移 （単位：頭）

品種 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度

黒毛和種 78,500 81,061 68,343 63,267 55,798 51,559 52,945 57,925 64,581 69,598

褐毛和種（高知系） 97 229 77 49 60 58 90 90 100 139

褐毛和種（熊本系） 926 796 608 669 850 713 667 737 895 1,151

日本短角種 431 443 383 464 266 259 286 360 311 327

無角和種 8 13 13 2 8 7 3 6 7 6

アンガス種 16 23 33 23 56 34 40 14 36 39

ヘレフォード種 0 1 0 0 0 2 1 0 0 0

計 79,978 82,566 69,457 64,474 57,038 52,632 54,032 59,132 65,930 71,260

資料：（公社）全国和牛登録協会、（一社）日本あか牛登録協会、（一社）日本短角種登録協会、（一社）北海道酪農畜産協会調べ

注：各品種における基本、本原、繁殖、本登録を集計
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６ 近交係数

・ 肉用牛の改良の推進により、産肉能力や肉質向上が進んだものの、一方で、供用される
種雄牛が集中し、近交係数の上昇、遺伝的多様性の喪失が懸念。

・ 和牛は、我が国固有の遺伝資源であるため、国内で育種・活用する必要。

血縁関係 近交係数

親子、きょうだい 1/4（25.0%）

おじ－めい、おば－おい 1/8（12.5%）

異母または異父きょうだい 1/8（12.5%）

いとこ 1/16（6.25%）

いとこ半（いとこの子との結婚） 1/32（3.13%）

半いとこ
（異母／異父きょうだいの子同士）

1/32（3.13%）

はとこ（またいとこ、ふたいとこ） 1/64（1.56%）

近交係数の上昇による影響

（例）いとこの交配

子

Ｘ

両親
Ａ

Ｂ

祖父母
Ｃ

Ｄ

両親の祖父母
Ｅ

Ｆ

（1/2） +（1/2）=1/16=6.25%
5 5

共通先祖Ｅ、Ｆを通る経路
経路１：ＡＣＥＤＢ
経路２：ＢＤＦＣＡ

資料:（公社）全国和牛登録協会調べ

遺伝的不良形質の発現
・死産
・不妊
・受胎率の低下
・発育不良
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７ 遺伝的多様性

・ 子牛の生産にあたり、特定の種雄牛に人気が偏る傾向。
・ 種雄牛別の子牛出荷頭数を見ると、上位15頭の種雄牛の子牛で、市場取引頭数の約60％を

占める。

資料：畜産振興課調べ（都道府県の上位10頭を集計）

上位15頭の種雄牛で
市場取引の約60％

上位15頭の産子の取引頭数：186千頭

H30年度肉用子牛取引頭数※：311千頭

※（独）農畜産業振興機構「肉用子牛取引情報」



・ 黒毛和種において、このまま放置した場合、遺伝子が失われる確率が高いと考えられる系統。

・ 具体的には、①鳥取、②岡山、③兵庫、④広島の各県を起源とする系統群に低い頻度で分布し
ている始祖個体の系統。【①栄光系、②藤良系、③熊波・城崎系、④38岩田系】

・ これら系統の遺伝子を一定割合以上有する種雄牛を「希少系統種雄牛」としている。

系統群 希少系統（始祖牛）

鳥取系 栄光系（栄光号）

岡山系 藤良系（第６藤良号）

兵庫系
城崎系（城清号、奥城土井号）

熊波系（茂金波号）

広島系 ３８岩田系（３８の１岩田号）

＜広島系：38の1岩田号＞

23

（参考１）希少系統とは



（参考２）遺伝的多様性に配慮した改良基盤確保（肉用牛経営安定対策補完事業）

１ 利用上位以外の種雄牛由来の繁殖雌牛の導入支援
【奨励金額：６万円／頭】
全国の利用数が上位の種雄牛以外の種雄牛を父牛に持つ繁殖雌

牛であること。

２ 希少系統の種雄牛由来の繁殖雌牛の導入支援
【奨励金額：９万円／頭】
栄光系、藤良系、城崎系、熊波系、岩田系の種雄牛（※）を父牛に持

つ繁殖雌牛であること。

（※）同系統であっても、主要な種雄牛（系統）は除く。

貸付購入 繁殖利用【繁殖農家】

農業者集団が、地域において「多様な系統群の確保による改良基盤の強化」に必要な繁殖
雌牛を購入し、地域内の繁殖農家に貸し付ける場合に要する経費を補助。

【補助内容】

【家畜市場等】

【希少系統】

希少系統 （始祖牛）

栄光系（栄光）

藤良系（第６藤良）

城崎系（城清、奥城土井）

熊波系（茂金波）

岩田系（第３８の１岩田）

【種雄牛の利用状況】

全国
順位

名 号

１ ○△□

２ □×△

… …

１５ ×○□

１６ △○×

１７ □×○

… …

… …

補
助
対
象
外

補
助
対
象
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【農業者集団】



・ ゲノミック評価とは、DNA上のわずかな差（SNP）を解析し、分析・評価を行う手法。
・ 能力が未判明である牛のDNAからSNPを解析し、既に能力が判明している牛の蓄積されたSNPデー
タを元に分析・評価を行う。

８ ゲノミック評価

25

毛根採取

能力が未判明な牛

SNP解析

能力判明

＜ゲノミック評価のメリット①＞

・ 従来の能力評価では、出生から能力の判明まで
におおむね４～５年を要する。

・ ゲノミック評価では、子牛段階でも能力評価が可
能となり、従来よりも早期に当該牛の選抜等を行うこ
とが可能となる。

・ 従来の能力評価では、能力判明牛の産子については、
能力が判明するまで期待値として、産子全てが両親の能
力の平均値となる（期待育種価）が、実際には兄弟（姉妹）
でも能力に差がある。
・ ゲノミック評価では、個体毎のSNPを元に評価されるた
め、兄弟（姉妹）の能力差についても判明可能。

＜ゲノミック評価のメリット②＞

＋80 ＋100

×

＋70 ＋110 ＋80

能力判明牛 能力判明牛

（SNPに基づく個別評価）

DNA抽出



・ ゲノミック評価は、早期に優良牛の選抜が可能となる等、改良の促進に効果的ではあるが、利用に
当たっては留意が必要。

・ 和牛の能力評価は、遺伝的多様性を考慮しつつ、その補完としてゲノミック評価を活用する等、ゲ
ノミック評価について十分理解した上で活用しないと誤った方向に向かってしまう可能性があるこ
とに留意。

①正確度に留意
評価対象形質の遺伝率、表形値データやSNPデータ等の蓄

積数等により、ゲノミック評価値の正確度が異なることに留意。
評価値の正確度を踏まえて、選抜
指標とする段階を検討するなど慎
重に利用。

②多くのデータを確保し蓄積することが重要

ゲノミック評価の正確度を高めるためには、多くの表型値、
SNPデータ等を確保し蓄積することが重要。

表型値やSNPデータを継続
的に収集していく必要。

③過度な選抜により、遺伝的多様性を喪失する懸念
早期に能力が判明するため、選抜しやすくなるが、

枝肉形質のゲノミック評価値に重点をおいた選抜を行うと、
種牛性など他形質の改良への悪影響、遺伝的多様性の喪
失、近交退化につながる恐れ。

遺伝的多様性を考慮するなど多
角的な視点で選抜を行い、能力を
補うように交配するなど、上手く活
用することが重要。

26

８（１）ゲノミック評価の留意点



９ 遺伝性疾患

牛バンド３欠損症 （B3）

牛第13因子欠損症 （F13）

牛クローディン16欠損症（CL16）

ＩＡＲＳ異常症 （IARS）

前肢帯筋異常症 （FMA）

バーター症候群１型 （BAS1）

指定遺伝的不良形質（黒毛和種）

※平成29年3月末現在
上記不良形質は、常染色体潜性遺伝様式。
その他、指定されていない遺伝的不良形質（公
表）として、「チェディアックヒガシ症候群」「眼球形
成異常症」「「モリブデン補酵素欠損症」がある。

※平成31年3月末現在
B3については指定解除に向け検討中。

顕性遺伝子 潜性遺伝子

正常：潜性ヘテロ
【保因牛】

正常：潜性ヘテロ
【保因牛】

正常 正常潜性ヘテロ
【保因牛】 発症

・ 遺伝的不良形質は、特長的な外見的・臨床的症状を示し、かつ、遺伝することが明らかなもの。
・ 特に経済的損失が大きく、特別な対処を必要と判断されたものは、「指定遺伝的不良形質」として、
その利用の抑制等を周知。

・ 母牛が「正常」であれば、保因している種雄牛を利用しても、発症する確率は０％となる。母牛が保
因している場合は、正常な種雄牛を利用すれば、発症する確率は０％となるため、遺伝的不良形質の発
生抑制を図るためには、利用する種畜の保因状況を把握した上で、考慮しながら利用することが重要。

潜性遺伝する場合（保因牛同士の交配）

※潜性ヘテロ同士の交配の場合、１／４の確率で発症する牛が生まれる。

×

× ×

× × ×

１ ： ２ ： １

27※日本技術会議は令和元年７月８日に「優性・劣性」という表現を「顕性・潜性」と改めるよう提言する報告書をまとめた



遺伝的不良形質名
（略号） 疾患部位 特徴 発症時期 原因因子

専門委員会の
区分

バンド３欠損症
（B3) 赤血球 溶血性貧血 生時より 赤血球膜たんぱく質バンド３遺伝子

（SLC4A1)のナンセンス変異
指定

（※解除に向け検討中）

第13因子欠損症
（F13）

血液凝固
第ⅩⅢ因子

臍帯出血 生時より
第ⅩⅢ血液凝固因子aサブユニット
遺伝子（F13A)のミスセンス変異

指定

クローディン16欠損症
（CL16）

腎臓
（尿細管）

尿細管形成
不全

様々 Claudin16遺伝子の大規模欠損 指定

モリブデン補酵素欠損症
（MCSU) 腎臓

尿結石
腎不全

生後1～6月 モリブデン補酵素硫化酵素遺伝子の
３塩基欠損

プロファイル
（指定解除）

チェディアックヒガシ
症候群（CHS) 血小板

出血傾向
血腫

生時より LYST遺伝子のミスセンス変異 プロファイル

眼球形成異常症
（MOD） 眼球

眼球欠損
盲目

生時より WFDC1遺伝子のフレームシフト変異 プロファイル

IARS異常症
（IARS） 全身

虚弱
易感染性

生時より IARS遺伝子のミスセンス変異 指定

前肢帯筋異常症
（FMA) 前肢帯

肩甲骨突出
起立困難

生時より GFRA1遺伝子のナンセンス変異 指定

バーター症候群１型
（BAS1）

腎臓
（尿細管）

尿細管機能異
常 等

胎児期 SLC１２A1遺伝子のミスセンス変異 指定

（参考）和牛における遺伝的不良形質について

・ 特徴的な外見的・臨床的症状を示し、かつ、遺伝様式との関係が明らかで、遺伝子型検査による特定が可能な遺伝的
不良形質について、関係機関と連携の上、発現抑制など対応してきているところ。

28



10 牛肉の「食味」に影響を及ぼす要素

29

・ 近年、牛肉に対する消費者ニーズは、脂肪交雑の多い霜降りの牛肉に限らず、脂肪交雑が比較的少
ない赤身主体の牛肉に対する関心も高まっている。

・ このため、平成27年３月に改訂した家畜改良増殖目標では、牛肉の「おいしさ」に関する指標化の
推進を記載。

・ 牛肉の「おいしさ」には、①味（味覚）、②香り、③食感といった要素の他、食べる人それぞれの
嗜好、体調、食習慣 等の要因が影響。

家畜改良増殖目標（平成27年3月）抜粋

味
（グルタミン酸、イノシン酸等）

香り
（和牛香、脂肪酸組成等）

食感
（弾力、脂肪の口溶け等）

嗜好、体調、食習慣等

「食味」

「
お
い
し
さ
」

牛肉の「おいしさ」に関する各要因

牛肉を口に入れたときに感
じられる特徴。

こくがある、柔らかい、
ジューシー等

Ⅲ 肉用牛
２ 改良目標

（１）能力に関する改良目標
① 産肉能力 （略）

また、脂肪中に含まれるオレイン酸等の脂肪酸に加えて、
肉のアミノ酸組成や締まり・きめ等、牛肉のおいしさ評価に
関する科学的知見の蓄積を進め、「おいしさ」に関する新た
な指標化項目や評価手法の確立、評価指標に基づくブラン
ド化等を推進するものとする。

おいしい牛肉とは（イメージ）

焼き肉の香り
種得意的な香り

やわらかさ
ジューシー

うま味
こく
まろやか

しゃぶしゃぶ

ステーキ焼き肉

すき焼き 食感

香り

味



・ 「普段は赤身肉を食し、たまに霜降りを食する」が４割で最も多いが、多様な選択が見られる。

・ 購入理由では、赤身肉については、「健康・美容」、「価格」の面から、霜降り肉については、「味・食感」
などの面から選択が行われている。

資料：（公財）日本食肉消費総合センター「食肉に関する意識調査」報告書（ 平成28年度）
調査対象：20歳以上で食肉を購入している者1,800人によるインターネット調査 男性：女性＝900：900、各年代300人（うち、関東圏、京阪神圏150人づつ）。

（質問）赤身肉と霜降り肉の選択傾向 （質問）赤身肉、霜降り肉を購入する理由

11 牛肉の嗜好の変化について（消費者等アンケートから）
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必ず赤身肉を食する

普段は赤身肉を

食し、たまに

霜降り肉を食する

赤身肉も霜降り肉も

同じ程度食する

普段は霜降り肉を

食し、たまに

赤身肉を食する

必ず霜降り肉を

食する

（%）

Ｈ28 (n=1800)
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Ｈ26 (n=1800)
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健康・美容によいから

味・食感が好みだから

価格

料理メニュー

（飲み物を含む）、

食事のシーンに合わせ

その他

特に理由はない
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15.0 
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12 新たな改良形質（牛肉の食味）に係る取組状況

脂肪酸組成や肉の締まり・きめ等、肉のおいしさ評価に関する科学的知見の蓄積に努め、将来的に
消費者の視点に立った評価として利用可能な「食味」に関する成分含有量等の指標化に向けた検討を
行っている。

【オレイン酸とは】
・ 牛肉の脂肪中に含まれる一価不飽和脂肪酸（MUFA）の一つ。この割合が高いと
脂肪の融点が低くなり、口触りが滑らかで、口溶けがよいほか、風味にも影響
するとされる。

・ オレイン酸等の脂肪酸組成を迅速に評価できる近赤外分光分析装置が開発。

31

【（一社）家畜改良事業団】
牛肉のおいしさについて、客観的に評価できるような

分析手法を研究開発。

【（独）家畜改良センター】

人が食べた時の評価と食肉中の成分値との関連から、
食味を客観的に表す指標を検討。

食肉サンプル

人による官能評価

○分析型官能評価

・食肉の品質差や特性の強弱を

評価

○消費者型（嗜好型）官能評価

・食肉の嗜好（好き嫌い）を評価

機器による成分等の分析

○水分、粗脂肪、粗蛋白質など

の一般成分をはじめ、保水性、

加熱損失、剪断力価等の物

理的な特性ほか、脂肪の質や

うま味成分等を分析。

統計解析による関係の検討
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12 新たな改良形質（牛肉の食味）に係る取組状況（２）

・ 各地域において、オレイン酸等の脂肪交雑以外の新たな価値観を訴求したブランド化を展開。
・ 牛肉の美味しさにつながるMUFAの遺伝率が高いこと等が明らかになってきたことから、遺伝
的能力評価に基づく改良を推進していくため、全国和牛能力共進会（肉牛の部）では、「MUFA
予測値」による脂肪の質の評価結果を加味した審査を実施。

【鳥取和牛オレイン５５（鳥取県）】

○ 江戸時代から和牛の産地として良牛が受け継がれて鳥取県の「鳥取系
（気高）」と呼ばれる血統の牛から生産される牛肉は、オーリブオイルの主成

分でもあるオレイン酸が多いことが知られていた。

○ オレイン酸は牛肉の口溶けの良さに関係していると言われており、鳥取和
牛の中からオレイン酸を55％以上含む牛肉を「鳥取和牛オレイン55」として
ブランド化。

資料：（独）農畜産業振興機構（畜産の情報 2019年6月）
「オレイン酸に着目したブランド和牛生産の実態と課題」中村学園大学 中川准教授
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【MUFA(一価不飽和脂肪酸)とは】
炭素の二重結合が１つ以上ある脂

肪酸を不飽和脂肪酸と呼び、不飽和
脂肪酸のうち、二重結合が１つのも
のが一価不飽和脂肪酸である。

例：オレイン酸（C18H34O2)

全共
枝肉重量

(kg)
ロース芯
面積(cm2)

バラの
厚さ
(cm)

皮下
脂肪厚
(cm)

歩留
(％)

BMS
No.

MUFA
予測値

第10回
H24年

442.3 76 8.4 2.0 77.6 12 58.8

第11回
H29年

495.0 97 9.2 1.4 80.7 12 51.4

【全国和牛能力共進会第９区優等賞１席の枝肉成績】

県 和牛肉のブランド名 発足年月 認定基準

大分県
豊味いの証
（うまいのあかし）

2011年2月
「おおいた豊後牛」で、オレイン酸含有率55％
以上

鳥取県 鳥取和牛オレイン55 2011年2月
オレイン酸含有率55％以上、気高号の血統を引
き継ぐ牛

長野県 信州プレミアム牛肉 2009年3月
①BMS No.7以上、オレイン酸含有率55％以上
②BMS No.5以上、オレイン酸含有率58％以上
③BMS No.8以上、オレイン酸含有率52％以上

石川県 能登牛プレミアム 2011年12月
①肉質等級A5等級でBMS No.10以上
②肉質等級A5等級でBMS No.8,9の場合はオレイ
ン酸含有率55％以上

表1 オレイン酸に着目した和牛ブランド化の先駆的取り組みの概要
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○種雄牛の能力に関する目標数値
・日齢枝肉重量
黒毛和種 ：＋22.7g
褐毛和種 ：＋56.5g
日本短角種：＋10.5g

・脂肪交雑
黒毛和種 ：＋1.3
褐毛和種 ：＋1.1
日本短角種：＋0.2

○繁殖能力に関する目標数値
・初産月齢：24ヶ月
・分娩間隔：12.5ヶ月

○体型に関する数値（参考）
・黒毛和種 ・褐毛和種

体高 ：130.5cm 体高 ：134cm
胸囲 ：187cm 胸囲 ：200cm
かん幅：48cm      かん幅：50cm
体重 ：480kg     体重 ：600kg

・日本短角種
体高 ：132.5cm
胸囲 ：203cm
かん幅：51cm
体重 ：600kg

第8次（H17年公表） 第9次（H22年公表） 第10次（H27年公表）

・日齢枝肉重量
黒毛和種 ：＋72g
褐毛和種 ：＋74g
日本短角種：＋64g

・脂肪交雑
黒毛和種 ：±０
褐毛和種 ：±０
日本短角種：±０

・初産月齢：23.5ヶ月
・分娩間隔：12.5ヶ月

・黒毛和種 ・褐毛和種
体高 ：130cm     体高 ：134cm
胸囲 ：190cm     胸囲 ：200cm
かん幅：48cm      かん幅：50cm
体重 ：520kg     体重 ：600kg

・日本短角種
体高 ：133cm
胸囲 ：203cm
かん幅：51cm
体重 ：600kg

Ⅲ 肉用牛の改良増殖目標のうち数値目標の検証
１ 数値目標の変遷（１）

・日齢枝肉重量
黒毛和種 ：＋53g
褐毛和種 ：＋58g
日本短角種：＋64g

・脂肪交雑
黒毛和種 ：±０
褐毛和種 ：＋0.6
日本短角種：±０

・初産月齢：23.5ヶ月
・分娩間隔：12.5ヶ月

・黒毛和種 ・褐毛和種
体高 ：130cm     体高 ：134cm
胸囲 ：190cm     胸囲 ：200cm
かん幅：48cm      かん幅：50cm
体重 ：520kg     体重 ：600kg

・日本短角種
体高 ：133cm
胸囲 ：203cm
かん幅：51cm
体重 ：600kg
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○肥育もと牛の能力に関する数値
（参考）

・黒毛和種
肥育開始体重 ：240kg
肥育終了体重 ：675－725kg
枝肉重量 ：430－460kg
１日平均増体重：0.90kg
肉質等級 ：３－４
出荷月齢 ：24－26ヶ月

・褐毛和種
肥育開始体重 ：270kg
肥育終了体重 ：750kg
枝肉重量 ：470kg
１日平均増体重：1.05kg
肉質等級 ：３
出荷月齢 ：23ヶ月

・日本短角種
肥育開始体重 ：250kg
肥育終了体重 ：700kg
枝肉重量 ：430kg
１日平均増体重：1.05kg
肉質等級 ：２
出荷月齢 ：21ヶ月

・黒毛和種
肥育開始体重 ：270kg
肥育終了体重 ：740kg
枝肉重量 ：480kg
１日平均増体重：0.86kg
肉質等級 ：３－４
出荷月齢 ：24－26ヶ月

・褐毛和種
肥育開始体重 ：300kg
肥育終了体重 ：750kg
枝肉重量 ：480kg
１日平均増体重：0.99kg
肉質等級 ：３
出荷月齢 ：23ヶ月

・日本短角種
肥育開始体重 ：250kg
肥育終了体重 ：730kg
枝肉重量 ：440kg
１日平均増体重：0.99kg
肉質等級 ：２
出荷月齢 ：23ヶ月

１ 数値目標の変遷（２）

第8次（H17年公表） 第9次（H22年公表） 第10次（H27年公表）

・黒毛和種
肥育開始体重 ：260kg
肥育終了体重 ：710kg
枝肉重量 ：460kg
１日平均増体重：0.82kg
肉質等級 ：３－４
出荷月齢 ：24－26ヶ月

・褐毛和種
肥育開始体重 ：300kg
肥育終了体重 ：750kg
枝肉重量 ：470kg
１日平均増体重：0.99kg
肉質等級 ：３
出荷月齢 ：23ヶ月

・日本短角種
肥育開始体重 ：250kg
肥育終了体重 ：730kg
枝肉重量 ：440kg
１日平均増体重：0.99kg
肉質等級 ：２
出荷月齢 ：23ヶ月
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・乳用種
肥育開始体重 ：270kg
肥育終了体重 ：800kg
枝肉重量 ：460kg
１日平均増体重：1.25kg
肉質等級 ：２
出荷月齢 ：20ヶ月

・交雑種
肥育開始体重 ：250kg
肥育終了体重 ：760kg
枝肉重量 ：460kg
１日平均増体重：1.05kg
肉質等級 ：３
出荷月齢 ：23ヶ月

・乳用種
肥育開始体重 ：280kg
肥育終了体重 ：775kg
枝肉重量 ：450kg
１日平均増体重：1.25kg
肉質等級 ：２
出荷月齢 ：19ヶ月

・交雑種
肥育開始体重 ：260kg
肥育終了体重 ：790kg
枝肉重量 ：500kg
１日平均増体重：1.09kg
肉質等級 ：３
出荷月齢 ：23ヶ月

１ 数値目標の変遷（３）

第8次（H17年公表） 第9次（H22年公表） 第10次（H27年公表）

・乳用種
肥育開始体重 ：270kg
肥育終了体重 ：800kg
枝肉重量 ：465kg
１日平均増体重：1.25kg
肉質等級 ：２
出荷月齢 ：20ヶ月

・交雑種
肥育開始体重 ：250kg
肥育終了体重 ：780kg
枝肉重量 ：490kg
１日平均増体重：1.09kg
肉質等級 ：３
出荷月齢 ：23ヶ月
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２ 現行の目標に対する進捗状況
（１）種雄牛の産肉能力

・ 日齢枝肉重量は、黒毛和種・褐毛和種・日本
短角種いずれも向上しているが、達成水準で
はない。

・ 脂肪交雑は、黒毛和種・褐毛和種・日本短角
種いずれも増加傾向で推移。

資料：「全国域での種雄牛及び繁殖雌牛の遺伝的能力の推移について」
（独）家畜改良センター

注：2006年（平成18年）に生産された種雄牛の育種価の平均値を0（基準）とした。

【第10次家畜改良増殖目標(平成27年策定)】

品種 日齢枝肉重量 脂肪交雑
ｇ B.M.S.No.

黒毛和種 ０（495） ０（5.8）

褐毛和種 ０（576） ０（3.8）

日本短角種 ０（561） ０（2.1）

黒毛和種 ＋72 ±０

褐毛和種 ＋74 ±０

日本短角種 ＋64 ±０

品種 日齢枝肉重量 脂肪交雑

黒毛和種 ＋16.2 ＋1.375

褐毛和種 ＋14.1 ＋0.183

日本短角種 ＋0.55 ＋0.045

目標
（37年度）

○　種雄牛の産肉能力に関する育種価向上目標数値
　〔全国平均〕

現在

直近
（29年度）

注：1）育種価向上値
親牛がその子に及ぼす遺伝的能力向上効果のことであり、基準年＝0として算出。平成37
年度の目標数値は、同年に評価される種雄牛のうち直近年度に生産された種雄牛の数値
（育種価）と基準年（平成18年度）に生まれた種雄牛の数値（育種価）の差である。
2）日齢枝肉重量：肥育牛の枝肉重量／と畜時日齢
3）現在値の（　）内数値：（独）家畜改良センター「全国域での種雄牛及び繁殖雌牛の遺伝
的能力の推移について」の24年度評価時の観測値平均
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（２）現場後代検定成績の推移

資料：（独）家畜改良センター「肉用牛産肉能力検定成績」
※22年度以降は登録協会調べ

② 枝肉重量（kg）
・ 黒毛和種及び褐毛和種（熊本系）は、
概ね増加傾向で推移。

・ 褐毛和種（高知系）は、増減の繰り返
し。

・ 日本短角種は、近年横ばいで推移。

① 脂肪交雑（BMS No.）
・ 黒毛和種は、現場後代検定開始以降、
増加傾向。

・ 褐毛和種（熊本系）、日本短角種は、
検定牛がいない期間があったが、平成19
年度以降横ばいで推移。

・ 褐毛和種（高知系）は、平成21年度に
増加したが、平成21年度以降減少し、
近年は横ばいで推移。

485.7 

463.5 

445.1 
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枝肉重量（kg）
黒毛和種

褐毛和種

（熊本系）

褐毛和種

（高知系）

日本短角種

7.11 

3.28 

2.04 
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7

11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29

脂 肪 交 雑 (BMS No. )
黒毛和種

褐毛和種

（熊本系）

褐毛和種

（高知系）

日本短角種

年度

年度
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（参考１）直接検定

直接検定実施頭数は、平成26年度に280頭まで増
加したが、27年度に減少し、28年度は268頭。
・ 黒毛和種は、平成26年度に増加したが、平成27
年度で再び減少し、28年度はわずかに増加。

・ 褐毛和種、日本短角種は、減少傾向で推移。
・ 無角和種は平成12年度以降行っていない。
・ アンガス種、ヘレフォード種については、発育
調査へ変更。

○直接検定成績の推移
① １日平均増体量
・ 黒毛和種は、平成17年度以降横ばい。
・ 褐毛和種、日本短角種は変動が大きい。

② １kg増体当たりＴＤＮ量〔飼料要求量〕
・ 黒毛和種は、概ね横ばいで推移
（平成19年度以降データなし）。

・ 褐毛和種（熊本系）は、平成15年度以降横
ばいで推移。

・ 褐毛和種（高知系）は、平成21年度以降
データなし。

・ 日本短角種は、平成24年度以降上昇したが、
平成27年度では減少し、4.20kg。

資料：（独）家畜改良センター「肉用牛産肉能力検定成績」
22年度以降（登録協会調べ）

単位：頭

資料：「肉用牛産肉能力検定成績」（独）家畜改良センター（～H21年度）登録協会調べ（H22年度～）
注：アンガス、ヘレフォードについては、22年度以降直接検定ではなく、発育調査へ変更

直接検定実施頭数の推移

品種 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29

黒 毛 和 種 264 252 265 282 236 232 247 228 234 221

褐 毛 和 種 30 23 16 19 19 19 15 20 16 14

う ち 熊 本 系 23 17 11 16 15 15 12 17 12 10

う ち 高 知 系 7 6 5 3 4 4 3 3 4 4

無 角 和 種 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

日 本 短 角 種 32 27 25 18 18 18 18 18 18 17

ア ン ガ ス 種 5 5 - - - - - - - -

ヘ レ フ ォ ー ド 種 0 0 - - - - - - - -

合　　　　計 331 307 306 319 273 269 280 266 268 252

0.9
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１ 日 平 均 増 体 量 (kg/日)黒毛和種
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褐毛和種

（高知系）
日本短角種
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日本短角種
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（１）間接検定と現場後代検定の推移

資料：（独）家畜改良センター「肉用牛産肉能力検定成績」
H20年度以降は（公社）全国和牛登録協会、（一社）日本あか牛登録協会、（一社）日本短角登録協会からの聞き取り
H20年度の間接検定実施県（黒毛和種：鹿児島県）、H24年度の間接検定実施県（黒毛和種：宮崎県）
H20年度の現場後代検定実施県（褐毛和種：熊本県、高知県 日本短角種：岩手県）

・黒毛和種
間接検定から現場後代検定へ移行
〔平成24～25年度に限り間接検定を実施〕

・褐毛和種
平成19年度より現場後代検定へ移行
〔２県で実施中〕

・日本短角種
平成18年度より現場後代検定へ移行
〔１県で実施中〕

（参考２）後代検定
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・ 黒毛和種は、増体能力が向上し、肥育期間がやや短縮。
・ 褐毛和種は、肥育期間がやや延長し、日本短角種は肥育期間がやや短縮。
・ 乳用種は、増体能力が向上したが、肥育期間がやや延長。
・ 交雑種は、増体能力が向上し、肥育期間もやや短縮。

（３）去勢肥育牛の能力

○　去勢肥育牛の能力に関する数値

肥育開始時 肥育終了時 枝肉 １日平均 （参考）

月齢
（ヶ月）

体重
（ｋｇ）

月齢
（ヶ月）

体重
（ｋｇ）

重量
（ｋｇ）

増体量
（ｋｇ）

肉質
等級

黒毛和種 9.3 289 29.2 756 476 0.77 3.7
褐毛和種 9.5 306 25.8 752 481 0.90 2.8

日本短角種 7.7 238 29.2 796 453 0.85 2.0
乳用種 6.8 280 21.0 770 436 1.13 2.0
交雑種 7.7 280 26.6 797 502 0.90 2.6

黒毛和種 9.1 297 29.3 779 478 0.78 4.2
褐毛和種 9.1 302 26.1 769 478 0.90 2.8

日本短角種 8.1 268 29.2 757 482 0.76 2.1
乳用種 6.9 285 20.5 770 440 1.17 2.0
交雑種 7.7 287 25.8 813 527 0.96 2.8

　　肥育開始、肥育終了時月齢、体重：「平成28年度畜産物生産費」（黒毛和種、乳用種、交雑種）、「登録協会聞き取り」（褐毛和種（平成29年度）、日本短角種（平成29年度））

　　枝肉重量：「肉用牛枝肉情報全国データベース（平成29年度）」（独）家畜改良センター（和種）、「牛枝肉格付情報（平成29年度）」（公社）日本食肉格付協会（乳用種、交雑種）

　　肉質等級：「格付結果情報（平成30年度）」（公社）日本食肉格付協会（黒毛和種、乳用種、交雑種）、「登録協会聞き取り」（褐毛和種（平成29年度）、日本短角種（平成29年度））

前回の
現在値
（H24年

度）

資料

品種

直近
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（参考）肥育牛の枝肉重量と肥育期間について

（資料）枝肉重量：肉用牛枝肉情報全国データベース（黒毛和種去勢）H29年度
肥育期間：畜産生産費（H29年度）

（資料）枝肉重量：肉用牛枝肉情報全国データベース（ H29年度、黒毛和種去勢）より推計
売り上げ額：枝肉価格（食肉流通統計（H29年度、全規格平均中央10市場、去勢和牛2,571円/kg））×枝肉重量
飼料＋労働費：畜産生産費（H29年度の各費用を基準に試算）
収益：畜産生産費（H29年度の費用合計を基準に試算）－売り上げ額

・ 枝肉重量は増加傾向にあるが、肥育期間は横ばいで推移。

・ 出荷月齢により枝肉品質が変わらないと仮定した場合、出荷月齢の延長に伴い、枝肉重量が
増加することで売り上げ額は伸びるものの、飼料費や労働費等の経費が増加するため、収益
に影響が生じる可能性。

・ 最も収益が出る出荷月齢を見極める必要。
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（４）繁殖能力

・ 肉用牛の初産分娩月齢は着実に早期化し
ているが、近年は24.5ヶ月齢で推移。

・ 分娩間隔はわずかであるが短縮傾向で推
移。平成30年は13.2ヶ月（400日）である
が、最頻値は11.3ヶ月（345日）となって
いる。また、1年1産（365日未満）は約４
割。

資料：（公社）全国和牛登録協会調べ ※平成２年10月以降の登録牛で平成31年3月末までの分娩データ

1年1産

24.5 

22

23

24

25

26

27

28

H5 H7 H9 H11 H13 H15 H17 H19 H21 H23 H25 H27 H29

（ヶ月） 初産月齢の推移（黒毛和種）

13.2 

11

12

13

14

15

16

H5 H7 H9 H11 H13 H15 H17 H19 H21 H23 H25 H27 H29

（ヶ月） 分娩間隔の推移（黒毛和種）
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（５）子牛生産指数

4歳と初産年齢までの期間中で何産できるか 初産

・子牛生産指数は、４歳を超えて初めて迎えた分娩までに出産した頭数を４歳時点に換算
した値。

・ 繁殖雌牛の生涯の産子数を増やすということを目指す初産月齢と分娩間隔を総合した指
標であるが、改良目標としてはそれぞれの形質を対象にして、地域ごとにその重みを調
整して改良することも利点がある。

・ 現在、（公社）全国和牛登録協会では、子牛生産指数に代わり、分娩間隔では反復率モ
デルにより、すべての産次間の分娩間隔を分析することで、より精度の高い育種価の算
出を検証。

＜式＞
子牛生産指数 ＝（４－初産年齢）／平均分娩間隔（年） ＋１

資料：（公社）全国和牛登録協会調べ
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（６）繁殖雌牛の体型

・ 体型データについては、基本・本原登録以降は一般的に測定しておらず、直近のデータは
（独）家畜改良センター飼養牛の測定値であるため、体重等のデータにばらつきが生じる。

資料：家畜改良センター熊本牧場 36ヶ月齢平均値

○　繁殖雌牛の体型に関する数値

【第10次家畜改良増殖目標(平成27年策定)】

品種 体高 胸囲 かん幅 体重 備考

黒毛和種 130 187 47 487

褐毛和種 134 196 50 585

日本短角種 133 199 49 585

黒毛和種 130 190 48 520

褐毛和種 134 200 50 600

日本短角種 133 203 51 600

品種 体高 胸囲 かん幅 体重 備考

黒毛和種 133 187 46 479

褐毛和種 135 187 49 496

日本短角種 131 - - 596

現在

目標
（37年度）

直近
（30年度）

成熟時

資料：直近データは（独）家畜改良センター飼養牛（36ヶ月齢）の測定値
黒毛和種：鳥取牧場、宮崎牧場
褐毛和種：熊本牧場
日本短角種：奥羽牧場
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